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＊
奈
良
国
立
博
物
館

特
別
陳
列
「
聖
武
天
皇
の
大
嘗
祭
木
簡
」

会
期

一
〇
月
二
二
日
（
火
）

－

一
一
月
一
一
日
（
月
）

解
説
シ
ー
ト

奈
良
文
化
財
研
究
所
歴
史
史
料
研
究
室
作
成

※
本
解
説
シ
ー
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た
結
果
、
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
展
示
番
号
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
で
出
展
す
る
木
簡
と
の
通
し
番
号
で
す
。

佐
波
郡
か
ら
、
大
嘗
祭
に
用
い
る
贄
の
押
年
魚
を
納
め
た
木
簡

5

〔
波
ヵ
〕

〔
千
ヵ
〕

佐

郡
大
嘗
贄
押
年
魚

百
十
隻

24
5
･
3
9
･
4

0
3
1

ヒ
ノ
キ
科
・
板
目

「
大
嘗
贄
」
と
記
し
た
現
在
の
と
こ
ろ
唯
一
の
木
簡
。
「
押
年
魚
（
鮎
）
」
は
、

塩
押
し
、
ま
た
は
塩
漬
け
に
し
た
鮎
。
隻
は
、
鳥
類
、
魚
類
、
植
物
の
ウ
リ
、

船
な
ど
を
数
え
る
単
位
。
「
佐
波
郡
」
は
、
『
和
名
抄
』
に
は
周
防
国
（
今
の
山

口
県
東
部
）
に
み
え
、
周
防
国
佐
波
郡
で
あ
る
と
す
る
と
、
古
代
の
郡
域
は
、

現
在
の
防
府
市
の
大
部
分
と
山
口
市
の
一
部
、
周
南
市
の
一
部
に
あ
た
る
。

大
嘗
分
の
文
字
が
み
え
る
木
簡

7
・

郡
村
社
郷
高
負
里
大
嘗
分

・
色
人

(
1
7
9)

･
2
7･

3
0
3
9

ス
ギ
＊
・
追
柾
目

「
村
社
郷
」
は
『
和
名
抄
』
に
は
み
え
な
い
が
、
『
吾
妻
鏡
』
な
ど
中
世
史
料

に
村
社
郷
が
み
え
、
備
中
国
新
見
庄
比
定
地
の
対
岸
、
高
梁
川
左
岸
（
現
在
の

新
見
市
の
西
部
）
に
比
定
さ
れ
る
。
「
高
負
里
」
は
、
郷
里
制
下
の
コ
ザ
ト
で
、

明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
の
曾
原
忠
職
・
忠
家
等
連
署
売
券
に
み
え
る
高
生
村

が
そ
の
遺
称
地
に
あ
た
る
か
（
竹
田
家
文
書
）
。
断
片
の
た
め
品
目
や
数
量
も
詳

ら
か
に
し
え
な
い
が
、
大
嘗
祭
で
用
い
る
た
め
の
物
品
が
、
備
中
国
安
賀
郡
村

社
郷
か
ら
届
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
荷
札
で
、
平
安
時
代
中
期
ま
で
に
廃
止
さ

れ
た
古
代
の
郷
名
が
知
ら
れ
る
点
で
も
貴
重
。

神
亀
元
年
の
紀
年
木
簡

8
・
五
連
和
五
百
嶋

・
神
亀
元
年
八
月
廿
二
日
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ヒ
ノ
キ
科
・
追
柾
目

神
亀
元
年
は
七
二
四
年
。
聖
武
天
皇
即
位
の
年
に
某
物
品
五
連
を
納
め
た
木

簡
。
連
は
、
鉄
・
鍬
・
綿
・
海
藻
・
堅
魚
・
鰒
な
ど
を
数
え
る
単
位
と
し
て
用

い
ら
れ
る
。
和
五
百
嶋
（
や
ま
と
の
い
お
し
ま
）
は
、
貢
納
者
か
、
あ
る
い
は
納

入
の
責
任
者
で
あ
ろ
う
。
完
形
の
木
簡
で
あ
り
、
物
品
は
自
明
の
も
の
で
あ
っ

た
た
め
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
国
郡
郷
里
名
を
記

し
た
定
型
的
な
荷
札
を
付
す
こ
と
な
く
、
都
へ
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。



( 2 )

カ
ツ
オ
の
付
札
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・
堅
魚
五
十
六

・

会
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ヒ
ノ
キ
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柾
目

古
代
の
カ
ツ
オ
に
か
か
わ
る
荷
札
・
付
札
に
は
、
「
堅
魚
」
「
煮
堅
魚
」
「
生

堅
魚
」
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
食
品
で
あ
っ
た
か
は
諸

説
あ
る
。
一
般
に
、
「
堅
魚
」
と
「
荒
（
麁
）
堅
魚
」
は
、
貢
納
量
や
貢
進
元
の

地
域
の
共
通
性
か
ら
同
一
品
目
と
み
ら
れ
て
お
り
、
カ
ツ
オ
の
切
り
身
を
高
濃

度
塩
水
に
漬
け
、
乾
燥
（
天
日
干
し
）
し
た
も
の
と
い
う
。
「
煮
堅
魚
」
の
方
が

高
価
値
で
、
素
材
の
差
か
加
工
方
法
の
違
い
と
解
さ
れ
る
。

生
栗
の
付
札
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生
栗
七
斗
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ヒ
ノ
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「
生
栗
」
は
、
『
延
喜
式
』
主
計
式
上

中
男
作
物
条
に
、
一
斗
五
升
と
み
え

4

る
が
、
国
別
諸
条
に
は
み
え
な
い
。
正
倉
院
文
書
に
よ
る
と
、
生
栗
は
八
月
か

ら
閏
十
二
月
ま
で
に
み
え
、
こ
の
間
に
収
穫
し
た
栗
は
そ
の
都
度
食
用
し
、
閏

十
二
月
か
ら
四
月
ま
で
に
は
干
栗
、
閏
十
二
月
に
搗
栗
な
ど
と
加
工
し
た
も
の

を
食
し
た
。
一
斗
は
今
量
の
約
〇
・
四
五
斗
に
あ
た
り
、
七
斗
は
約
五
七
リ
ッ

ト
ル
。

安
賀
郡
か
ら
の
搗
栗
の
荷
札

28

備
中
国
安
賀
郡
搗
栗
六
斗

1
9
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ヒ
ノ
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「
搗
栗
」
は
、
栗
を
搗
い
た
も
の
。
現
在
の
カ
チ
グ
リ
（
栗
の
実
を
乾
燥
し
て
臼

で
搗
き
、
殻
と
渋
皮
と
を
除
い
た
も
の
）
に
あ
た
る
。
一
斗
は
今
量
の
約
四
・
五

升
に
あ
た
り
、
六
斗
は
約
四
九
リ
ッ
ト
ル
。
「
搗
栗
子
」
は
、
丹
波
・
但
馬
・

美
作
・
備
中
の
中
男
作
物
（
七
升
）
、
丹
波
・
但
馬
・
播
磨
・
美
作
の
諸
国
例
貢

御
贄
に
み
え
る
。
古
代
の
「
安
（
英
）
賀
郡
」
の
郡
域
は
、
現
在
の
新
見
市
東

部
・
真
庭
市
西
南
部
・
高
梁
市
東
北
部
と
吉
備
中
央
町
の
一
部
に
比
定
さ
れ

る
。

哲
多
郡
か
ら
の
梨
の
荷
札

39

哲
多
郡
梨
子
三
斗
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マ
ツ
科
以
外
の
針
葉
樹
・
柾
目

「
梨
」
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
栽
培
記
事
「
詔
し
て
、
天
下
を
し
て
、
桑
・
紵

・
梨
・
栗
・
蕪
菁
の
草
木
を
勧
め
殖
ゑ
し
む
。
以
て
五
穀
を
助
く
と
な
り
」
と

み
え
（
持
統
天
皇
七
年
〈
六
九
三
〉
三
月
丙
午
条
）
、
古
く
か
ら
栽
培
が
奨
め
ら
れ

て
い
た
。
「
梨
（
子
）
」
は
、
信
濃
国
・
因
幡
国
の
諸
国
例
貢
御
贄
（
宮
内
式

例
45

貢
御
贄
）
、
甲
斐
国
（
青
梨
子
）
・
因
幡
国
の
諸
国
貢
進
菓
子
（
大
膳
式
下

諸
国

54

貢
進
菓
子
条
）
、
信
濃
国
の
諸
国
貢
進
御
贄
（
内
膳
式

諸
国
貢
進
御
贄
条
）
に
み

40

え
る
。
一
斗
は
今
量
の
約
四
・
五
升
に
あ
た
り
、
三
斗
は
約
二
四
リ
ッ
ト
ル
。

古
代
の
「
哲
多
郡
」
の
郡
域
は
、
現
在
の
新
見
市
の
西
部
に
比
定
さ
れ
る
。

小
田
郡
か
ら
の
白
米
の
荷
札

44
・
備
中
国
小
田
郡
日
下
部
郷
白
米
一
石

・

神
亀
元
年
九
月
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「
白
米
」
は
精
白
し
た
米
。
こ
れ
に
対
し
、
黒
米
は
籾
殻
を
除
い
て
精
白
し
て

い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
玄
米
。
一
石
は
、
今
量
の
四
斗
五
升
で
、
約
八
一
リ
ッ
ト

ル
。
「
小
田
郡
日
下
部
郷
」
は
、
『
和
名
抄
』
の
備
中
国
小
田
郡
草
壁
郷
に
あ
た

る
。
古
代
の
「
小
田
郡
」
の
郡
域
は
、
現
在
の
笠
岡
市
・
矢
掛
町
の
ほ
ぼ
全
域

に
、
井
原
市
の
東
北
部
を
加
え
た
地
域
に
比
定
さ
れ
る
。
神
亀
元
年
は
七
二
四

年
。



( 3 )

【
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

大
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
一
九
六
〇

平
城
京
左
京
三
条
一
坊
二
坪
・
平
城
第
六
五
八
次
調
査
（
二
〇
二
三
～
二
四
年
）

調
査
区
東
北
で
検
出
し
た
東
西
約
二
・
八
ｍ
、
南
北
約
二
・
五
ｍ
、
深
さ
約
一
・

〇
ｍ
の
方
形
土
坑
。
最
下
層
に
木
片
を
中
心
と
し
た
有
機
物
を
敷
き
込
み
、
そ
の
上

に
粘
土
を
積
ん
で
埋
め
、
さ
ら
に
こ
れ
を
も
う
一
度
掘
り
起
こ
し
て
再
び
最
下
層
に

栗
皮
・
木
の
葉
を
主
体
と
す
る
有
機
物
を
敷
き
込
み
、
粒
度
を
あ
え
て
不
均
一
に
調

整
し
た
土
を
積
み
、
さ
ら
に
こ
の
土
を
掘
り
起
こ
し
て
砂
層
と
粘
土
層
を
交
互
に
積

ん
で
埋
め
る
。
木
簡
は
、
有
機
物
層
か
ら
二
六
〇
〇
点
（
う
ち
削
屑
二
二
五
〇
点
）
以

上
（
現
在
洗
浄
中
）
出
土
し
た
。

大土坑SK11960半裁状況（東から）



( 4 )

【
木
簡
の
型
式
分
類
と
そ
の
説
明
】

〇
一
一
型
式

長
方
形
の
材
の
も
の

〇
一
五
型
式

長
方
形
の
材
の
側
面
に
穴
を
穿
っ
た
も
の

〇
一
九
型
式

一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の

〇
二
一
型
式

小
型
矩
形
の
も
の

〇
二
二
型
式

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の

〇
三
一
型
式

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

方
頭
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る

〇
三
二
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
三
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の

〇
三
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
四
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ

た
も
の

〇
四
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
作
り
、
残
り
の
部
分

の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
四
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
が
、
他
端

は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
五
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の

〇
五
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐

蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
六
一
型
式

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
六
五
型
式

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
八
一
型
式

折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の

〇
九
一
型
式

削
屑

*

木簡の型式分類


